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第 1 章 落札者決定の手順 
1.1. 落札者決定までの審査手順の概要 

本事業における事業者の選定は、総合評価方式一般競争入札に基づき、次の手順で実

施する。 
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図 1 審査手順のフロー 
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1.2. 審査手順 

1) 資格審査 

川西市上下水道局（以下、「当局」という。）は、応募者から提出される参加資格審査

に関する書類をもとに、応募者が満たすべき参加資格要件等について確認し、確認の結

果を代表企業に対して通知する。応募資格を満たさない場合は、失格とする。 

 

2) 提案審査 

ア 提案書類の確認 

当局は、応募者に求めた提案書類がすべて揃っていることを確認する。提案書類が

不備の場合は、失格とする。 

イ 提案審査 

川西市・猪名川町水道広域連携水道基幹施設共同利用事業に関する総合評価審査

委員会（以下、「総合評価審査委員会」という。）は、応募者から提出された提案書類

の各様式に記載された内容について審査（提案ヒアリングを含む）を行い、審査項目

ごとに評価を行う。 

ウ 落札者の決定 

① 総合評価審査委員会は、入札価格が予定価格の制限の範囲内にあるもののうち、

提案審査における評価点の最も高い者を落札者として決定する。なお、当入札

は低入札価格調査の対象である。実施する条件は③及び④のとおりとする。 

②評価点が最も高い者が 2者以上あるときは、入札書提出時に記入されたくじ番

号によりくじ引きを行ない、落札者を決定する 

③評価点が最も高い者の入札額が低入札価格調査の調査基準価格を下回る場合に

はこの者を落札候補者とし、落札候補者に対して低入札価格調査を実施する。 

　調査の結果、落札候補者の提出した入札書が有効とされた場合はこの落札候補 

　者を落札者として決定する。 

④落札候補者の入札が無効とされた場合は、提案審査における評価点が次に高い 

者を提案審査における評価点の最も高い者とする。 

※入札参加者が 1者の場合においても、技術提案等の審査により評価点を付与し、事業

を適切に実施できると判断した場合は落札者とする。 

※提案ヒアリングについては、応募状況、提案内容を踏まえ、実施する場合がある。提

案ヒアリングを実施する場合、開札の７日前迄に別途、通知する。 

 

3) 評価点の算出方法 

　評価点の算出方法は除算方式を採用する。 

 

 
            　 　　　　　　　　　　 技術評価点 

評価点　　＝　　　　　　　　　　　 
　　　　　　  　　　　　　　　　　　 入札価格（億円） 

 

※除算後の評価点は小数点第 3位を切り捨て、小数点第 2位まで算出する。 
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第 2 章 技術評価点の点数化方法 
2.1. 配点基準 

技術評価点は、当局が本事業に対して応募者の能力、技術、創意工夫を期待する度合

いを勘案して設定したものであり、下表の項目基準で合計 150 点の配点とする。 

 

表 1 審査項目・配点 
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2.2.「企業の経験・能力」に関する採点基準（1次審査） 

「企業の経験・能力」については 10 点を配点している。詳細な内訳は下表のとおり。 

 

表 2 「1.企業の経験・能力」に関する採点基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.「技術者の経験・能力」に関する採点基準（1次審査） 

「技術者の経験・能力」については 35 点を配点している。詳細な内訳は下表のとおり。 

 

表 3 「2.技術者の経験・能力」に関する採点基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 企業の経験・能力等
審査基準

3件以上 5

２件 3

１件 1

3件以上 5

２件 3

１件 1

配点

5

5

水道法に基づく水道施設に係る設計・施工一括発注方式
(DB方式) における完了実績

水道法に基づく水道施設に係るV=1,500m3以上の浄水池又は
配水池（躯体築造）の元請としての完了実績（ただし平成28年度
以降に完了したものに限る）

審査項目

本業務と同種、類似の実績 10

2. 技術者の経験・能力
審査基準

3件以上 5

２件 3

１件 1

3件以上 5

２件 3

１件 1

3件以上 5

２件 3

１件 1

3件以上 5

２件 3

１件 1

審査基準

2件以上 5

1件 3

0件 1

2件以上 5

1件 3

0件 1

2件以上 5

1件 3

0件 1

5

5

配点

配点

水道法に基づく水道施設に係る設計・施工一括発注方式
(DB方式) における工事施工の完了実績

水道法に基づく水道施設に係るV=1,500m3以上の浄水池又は
配水池（躯体築造）の工事施工の完了実績（ただし平成28年度
以降に完了したものに限る）

20

5

5

15

5

5

統括管理
統括管理技術者の

経験・能力

水道法に基づく水道施設に係る設計・施工一括発注方式
(DB方式) における完了実績

水道法に基づく水道施設に係るV=1,500m3以上の浄水池又は
配水池（躯体築造）の元請としての完了実績（ただし平成28年度
以降に完了したものに限る）

管理技術者の
経験・能力

照査技術者の
経験・能力

工事施工
主任技術者又は
監理技術者の
経験・能力

工事監理
工事監理技術者の

経験・能力
水道法に基づく水道施設に係る設計・施工一括発注方式
(DB方式) における工事監理業務の完了実績

調査設計

審査項目

水道法に基づく水道施設に係る設計・施工一括発注方式
(DB方式) における設計業務の完了実績

水道法に基づく水道施設に係る設計・施工一括発注方式
(DB方式) における設計業務の完了実績

5

審査項目
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2.4.「事業の確実性」に関する採点基準（2 次審査） 

「3.事業の確実性」に関する採点は、次に示す 5段階評価により得点を付与し、各選

定委員が得点化した点数を平均して算出する。 

 

表 4 「3.事業の確実性」に関する評価・点数化方法 

※「配点×掛け率」の結果（小数点以下）は、小数点第三位を切り捨て、小数点第二位

まで取り扱うこととする。 

 

「3.事業の確実性」については 105 点を配点している。詳細な内訳は下表のとおり。 

 

表 5 「3.事業の確実性」に関する評価の視点 

 

3. 事業の確実性

10

10

5

5

地域経済の発展
5

5

10

10

10

10

15

15

安全管理 10

工事遅延を防止するための他工事との
調整方法や体制について

施工・品質管理
（管路について）

施工管理について

20
品質管理について

施工・品質管理
（SUS鋼製配水池に

ついて）

施工管理について

30
品質管理について

施工ステップについて

工事施工

地域住民等第三者に向けた安全対策について

施工上留意すべき安全対策について

市内本店の事業者に対する配慮について

工程管理
工事遅延を防止するためのリスク対応について

20

審査項目 配点

調査設計 調査設計
事業全体の工程作成

20

 評価 内容 点数化方法

 Ａ 特に優れている 配点×1.00

 Ｂ 優れている（Aと C の中間程度） 配点×0.75

 Ｃ 標準的な提案である 配点×0.50

 Ｄ あまり優れているとは言いがたい（C と Eの中間程度） 配点×0.25

 Ｅ 要件を最低限満たしているものの、優れているとは言いがたい 配点×0.00


